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ディスカッション

１．生物多様性問題と気候変動

（地球温暖化）問題の取組・本気
度の違いはどこから来ているのか
・科学面
・政治面
・経済面

２．我々は何をすべきか



１ 自己紹介
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・ １９５１年 香川県生まれ

・ １９７０年 大学工学部応用化学科入学

・ １９７６年 同大学修士課程卒業

・ １９７６年 三井石油化学工業株式会社

（現 三井化学株式会社）入社

・ ２０１６年 退社

その間 研究開発、海外駐在員（英、米、独）
事業企画、営業、IR・広報、
子会社出向等経験

・ ２０１６年 DF入会
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２ 生物多様性とは

種々の生物とその恵み

6



種の多様性
さまざまな動物、植物・・

遺伝子の多様性
同じ種類でも違がある

生態系の多様性
色々な自然環境

生物多様性

１） ３つの生物多様性
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２） 種の多様性

IUCN （環境省）

174万種＋α

うち

ほ乳類 5,500 (180) 種

鳥類 10,000 (700） 種

は虫類 9,000 (98)  種

両生類 6,500 (62) 種

魚類 32,000 (400） 種

( )内は国内種、うち

魚類は汽水・淡水のみ

（地球上に３０００万種との説あり）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
種については大きく分けて３つの概念、つまり種についての考え方がある。
それぞれの概念は「形態学的種」「生物学的種」「系統学的種」である。
形態学的種：「形態形」で分ける考え方。私たちが無意識に種を区別するときは、この考え方が働いている。例えば、ヒトとチンパンジーが別の種だという場合、ヒトとチンパンジーそれぞれの手足の長さ、頭骨の形、体毛、鼻や口の形、体色などを比べて種が違うと判断している。
生物学的種：群れの中では個体が自由に交配するが、他の群れの個体とは交配しない集団の事。
系統学的種：多くの個体化rDNAの塩基配列を決定した時に、ほとんど違いがなく一つにまとまるグループを「種」とする考え方



３） 遺伝子の多様性

（同じ種でも少し違う仲間がいる）
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微生物
（分解者）

植物
（生産者）

動物
（消費者）

（食べる）
新しい植物が
生まれる

腐るミジンコゾウリムシミドリムシ

CO₂

４） 生態系
生物の社会はつながって循環している

死骸（しがい）・糞（ふん）など

栄養分（えいようぶん）

https://www.secure.pixiv.net/signup.php?ref=medium_image_cool
https://www.secure.pixiv.net/signup.php?ref=medium_image_cool


供給ｻｰﾋﾞｽ

（暮らしの基盤）

食糧

淡水

木材、繊維

燃料

その他

調整ｻｰﾋﾞｽ

（自然に守られる）

気候調整

洪水制御

疫病制御

水の浄化

その他

文化的ｻｰﾋﾞｽ

（文化の根源）

審美的

精神的

教育的

レクリエーション的

その他

５） 生態系サービス（自然の恵み）
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基盤的ｻｰﾋﾞｽ
（全ての生物の存
在基盤）

土壌形成

栄養塩の循環

水の循環

炭素循環

その他

地球上で、生物はさまざまな種が夫々の個性を持
ち、色々な環境の中で 共生しており、人類はそ
の種々の自然の恵み（生態系サービス）の御蔭で
生存できている

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
自然生態系が持つさまざま働きのうち、人間生活に恩恵をもたらすものを「生態系サービス」と呼ぶ。生態系サービスは供給（生態系で生産される食糧、木材、衣服など生活必需品を供給する機能）、調整（生態系が環境の変化を緩和し、人間社会に対する影響を和らげる役割を果たしている）、文化的価値（生態系が文化や精神の面での生活に豊かさをもたらしている機能。レクリエーション利用や審美的価値など）、および基盤的（生態系サービスの土台を築くもので、そもそも人間社会を含む生物種や生息域が存在するための環境、即ち命のインフラを形成している機能を示す。
に大きく分類される。




３ 生物多様性の危機
４つの危機とその原因

12



１） 生物多様性の４つの危機

①乱開発・乱獲等による危機
（種の減少、絶滅、生息・生育地の減少）

②生活様式・生態系管理の変化による危機
（手入れ不足で自然の質低下）

③外来種や化学物質などの持ち込みによる危機
（その地域の生態系のかく乱）

④地球温暖化による危機
（多くの種の絶滅や生態系の世界的崩壊）
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２）乱開発・乱獲等による危機
（種の減少、絶滅、生息・生育地の減少）

乱開発による土地の荒廃

乱獲による資源の枯渇
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http://www.biodic.go.jp/biodiversity/nijishiyou/photos/big_pct/sanriku01.jpg


３）生活様式・生態系管理の変化による危機
（手入れ不足で自然の質の低下）

一部種の急増による森の荒廃

管理放棄による荒廃する竹林
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捕食
もともとそこに生息していた動物や
植物を食べてしまう。

ブラックバス、アライグマ、
マングースなど

競合
同じような食物や生息環境を持って
いる在来の生物を駆逐してしまう。

タイワンリス、ホテイアオイ、
オオタナゴなど

交雑
近縁の種同士で交配が起こり、雑種が
生まれてしまう（遺伝子の汚染）
種としての純血と、病気などに対する
抗体が失われるおそれ。

タイワンザル、
タイリクバラタナゴなど

感染
それまで存在しなかった他の地域の
病気や寄生性の生物を持ち込む。

オオブタクサ、カ、ネズミ類

日本の代表的外来種

４）外来種や化学物質の持ち込みによる危機
（その地域の生態系のかく乱）

ブラックバス、ブル―ギル
あらいぐま
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５） 地球温暖化の北極への影響（＊）

1979年から2003年にかけて、北極の氷が減少。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生物種の存続を脅かしている一つの要因は、地球温暖化だ。このスライドは1979年から2003年にかけて、北極の氷がいかに減少したかを示している。温暖化は、熱帯や亜熱帯の生物に大きな影響を及ぼしている。



・生物の絶滅速度は速まっている

１億年前 １０００年に１種

３００年前 ４年に１種

１００年前 １年に１種

現在 １５分に１種

６） 生物多様性問題

・絶滅危惧種が激増
1.1万種（１９９６） ４万種（２０２１）

世界 １７５万種
（推定８０７万種）

日本 ９万種
（推定３０万種）

哺乳類（人間） ５，５００種 ２４０種

鳥類 １０，０００種 ７００種

魚類（淡水） ３２，０００種 ３００種

植物 ２９５，０００種 ９，０００種

虫・微生物等・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・

・生物の種類（人間は哺乳類最大の個数）
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世界の絶滅危機種、20年で4倍近くに
2021年12月、国際自然保護連合（IUCN）は、絶滅のおそれのある世界の
野生生物種のリスト「レッドリスト」の情報を更新。4万84種の野生生物が

、高い絶滅の危機にあることを発表しました。レッドリストが、現在使用し
ているカテゴリーを基準に絶滅危機種を選定し、リストアップするようにな
ったのは1996年。2000年時点で絶滅危機種とされた野生生物の種数は
約1万1000種でしたから、この20年あまりの間に4倍近く増加したことにな
ります。レッドリストの絶滅危機種が4万種を超えたのは初めてのことです
。

WWFの資料から
確認資料 175万種



７）生き物がいなくなる速度

・人類登場前
３～５年に１種

・１９７０年代

１日に１種

・２０００年代

１５分に１種！

・恐竜時代；
１０００年に１種
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（＊）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　鳥類の現生種は１万種ほどだが、化石資料に基づく推定によると、これまで鳥類の総数は１５万から１６３万種に及ぶ。
地球上の進化をたどると、絶滅の割合が非常に高い時期が見られる。
大量絶滅と呼ばれるこの様な事件は５回起きている。
過去に起きた５回の大量絶滅事件は自然現象が原因で、気候等に大きな変動が生じたためだった。普通ならたいていの動植物が環境の変化に適応できるが、その限度を超えていた。
６回目の絶滅は、地球の生態環境に人間が直接影響をおよぼせたせいで、起きている。地球の気候に人間活動がもたらしている大きな変化。、



５－１＝？

５－１＝？

５－１＝？

（相互作用がない場合）

（相互作用がある場合：それしか利用できない）

（相互作用がある場合：繁殖力大）

８）相互作用のネットワークが多様性を決める（＊）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　いま、ある場所に５種類の生物がいるとしよう。その内の１種類がいなくなった。後に残るのは何種類？もちろん４種類。それ以上でもなければそれ以下でもない。まさにその通り。しかし、これは相互作用がない場合にかぎっての話だ。その種が他の生物と何らかの関係を持っていると、途端に話は変わってくる。もし、いなくなったのが植物で他の生物がそれしか利用できないとしたら、後には何も残らなくなってしまう。一方、その植物の繁殖力が旺盛で、このため他の植物が生育できなかったとしたらどうだろう。これまで排除されていた多くの植物が侵入し、逆に、種類は増えるに違いない。このように、相互作用の在り方（相互作用の多様性）によって、種の多様性もまた大きく変わってしまう。他の生物と何のかかわりも持たず、単独で生きている生物はいないため、自然生態系では生物間の相互作用の在り方が、まさに生物多様性の命運を握っているといえるだろう。
　地球上のすべての生き物は、互いにクモの巣のように、網目状につながっている。孤立し、単独で生きているという生き物は存在しない。
複雑で密な網目のどこか一か所が切れても、ほかのつながりがリカバリーしてくれる。
これが、生物多様性の持つ意味である。
　しかし、地球の生き物の世界の網はいたるところがほころび、かなり大きな穴が開いている状態である。どこかもう一本のつながりが切れたら全体が崩れ落ちてしまうかもしれない。
 



４ 生物多様性問題への
世界の取り組み

（多様性問題取り組み上の世界の対立）
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年 名称 概要

１９７１ ラムサール条約 特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地
に関する条約

１９７２ 世界遺産条約 世界的に優れた文化遺産や自然遺産を後世
に引き継ぐための条約

１９７３ ワシントン条約 絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際
取引に関する条約

１９９２ 地球サミット 環境と開発に関するリオ宣言；持続可能な開
発

生物多様性条約
（CBD)
１９９３年発効

「生物多様性の保全」「生物多様性の構成要
素の持続可能な利用」「遺伝資源の利用から
生じた利益の公正かつ衡平な配分」を目的と
する条約。これまでの国際環境条約と異なり、
経済条約的な側面も有する

１）主な国際環境条約とその概要

１９９４ 第１回COP会議 生物多様性条約締結国会議（COP)



５ 生物多様性問題への
日本の取り組み

（豊かな生物多様性も危機に）
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１）法的取組

①生物多様性基本法の下に戦略を策定

②（COP１５を踏まえて）西村環境大臣が「生物多様
性国家戦略の改定を年内に実施」と言及

③政府・地域・企業が一体となって取り組む
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２） モニタリング１０００

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生物多様性問題を正確に把握するための広域かつ長期的なモニタリングを実施し続けることが必要だ。このようなモニタリングは、世界の海洋生態学者や市民ボランティアが手を結んで始まりつつある、日本でも「モニタリング1000」の一環として、沿岸生態系の長期モニタリングが２００８年より開始されている。
（「モニタリングサイト1000」とは、全国に1000か所程度の定期観察地域を設け、同じ方法で観察し続けることにより、生態系の変化をいち早くとらえようというプロジェクト。100年以上という長期間の継続観察を目指している。対象となる生態系は、森林から里地、沿岸域まで、様々な環境が含まれている。）



６ COP15

(2022.12.07～2022.12.19)
@モントリオール
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前提

・生態系の破壊は世界のGDP総額の半分にあたる44兆
ドルに影響をもたらすとの分析あり

・現在約100万種の生物が絶滅の危機に直面しており、
2030年までが生物多様性保護の最後のチャンスか。

・COP10(名古屋会議）で合意した20年までの目標・戦略
20項目すべて未達

・COP15は20年の中国での開催がCOP10はCOVID19の
影響で延期

（１）「昆明モントリオール生物多様性目標」の採択

①“30 by 30”
陸地と海の各30%以上を保全地域に
（世界 陸：17%、海：10%
日本 陸：20.5%、海：13.3%を保全している）28



②外来種の侵入：少なくとも５０%削減 等

（２）途上国と先進国の間で対立していた資金確保

①官民で少なくとも年間2千億ドル（約26兆円）確保

②生物多様性に特化した新たな基金の創設 等

（３）実行性への疑問：各国の真剣度が問われる

①各国の具体的（係数的）目標・戦略の策定・実行
②途上国の要求に応じた基金の創設
③目標達成に対する強制力なし
④開催国（カナダ）首相のクルド―氏以外の首脳級
の出席はほとんど無し
（私が見た限りでは本会議を報道した新聞は日経
、読売新聞のみ） 29



（４）日本の対応

①西村環境大臣が「生物多様性国家戦略の改定
を年内に実施」と言及

②政府・地域・企業が一体となって取り組む

（５）COVID19との関係

生態系の破壊が感染症ウイルスを人間社会の
近くに持ち込んでいる

我々の健康と生態系の健康は一体！

我々は何をすべきか
我々の生活の在り方の変革
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７ 問題提起とディスカッション
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１．生物多様性問題と気候変動（地球温暖化）問
題の取組・本気度の違いはどこから来ているのか
・科学面
・政治面
・経済面

２．我々は何をすべきか



９ まとめ
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終

（ご清聴、ディスカッションへのご
参加ありがとうございました）
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